
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 中国財務局長

【提出日】 平成30年５月15日

【四半期会計期間】 第62期第３四半期（自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日）

【会社名】 北川精機株式会社

【英訳名】 KITAGAWA SEIKI CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　内田　雅敏

【本店の所在の場所】 広島県府中市鵜飼町800番地の８

【電話番号】 ０８４７（４０）１２００（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員財務部長　小林　由和

【最寄りの連絡場所】 広島県府中市鵜飼町800番地の８

【電話番号】 ０８４７（４０）１２００（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員財務部長　小林　由和

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

 1/14



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第３四半期連結
累計期間

第62期
第３四半期連結

累計期間
第61期

会計期間
自平成28年７月１日
至平成29年３月31日

自平成29年７月１日
至平成30年３月31日

自平成28年７月１日
至平成29年６月30日

売上高 （千円） 3,179,015 3,145,392 4,855,738

経常利益 (千円） 277,318 245,817 378,758

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
(千円） 276,177 200,047 311,748

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 277,547 233,973 340,873

純資産額 （千円） 1,312,604 1,747,135 1,540,150

総資産額 （千円） 6,403,897 6,947,346 6,366,671

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 39.69 26.16 44.43

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 37.77 － －

自己資本比率 （％） 16.5 21.0 19.8

 

回次
第61期

第３四半期連結
会計期間

第62期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成29年１月１日
至平成29年３月31日

自平成30年１月１日
至平成30年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 21.84 3.58

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第61期及び第62期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
当第３四半期連結累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等
のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】
当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況
当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、設備投資や雇用・所得環境の改善などにより、引き続き緩や

かな回復基調で推移しました。世界経済は、米国の保護主義的な政策運営などの懸念材料はあるものの、米国・欧
州をはじめ堅調に推移しました。
このような状況のもと当社グループは、最終年度となる中期経営計画「新領域へのチャレンジ～新たなＫＩＴＡ

ＧＡＷＡの確立～」に基づき、引き続き３つの重点項目「真空プレス技術の新分野・新市場への拡大・浸透」「収
益力強化と価格競争力向上による強固な経営基盤の確立」「活力溢れる組織の実現」に積極的に取り組み、経営基
盤の強化を図るとともに、今後の大きな飛躍への土台造りにも取り組んでおります。
この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高3,145百万円（前年同四半期比1.1％減）、営業利益247

百万円（前年同四半期比19.7％減）、経常利益245百万円（前年同四半期比11.4％減）、親会社株主に帰属する四
半期純利益200百万円（前年同四半期比27.6％減）となりました。
なお、当社グループは、主要製品が個別受注生産によるため、製品の受注金額・納期にバラツキがあり、大型案

件になるほど売上までに相当期間を要し、月単位での売上高が大きく変動するという特徴があります。
セグメントの業績は次のとおりであります。

イ．産業機械事業

プリント基板用及び基板関連プレス装置や、車載基板等の成形用プレス装置、自動車部品成形用搬送ライン・

樹脂成形装置など多様な売上があったものの、一部海外向け案件の売上原価が予定を上回ったため、売上高

2,509百万円（前年同四半期比1.4％減）、営業利益216百万円（前年同四半期比36.0％減）となりました。

ロ．建材機械事業

前連結会計年度と同様に、建材関連企業向け合板プレス・合板機械の売上が第４四半期連結会計期間に集中し

ている中で、粗利率の改善と販管費の削減により、売上高529百万円（前年同四半期比4.0％増）、営業利益44百

万円（前年同四半期は37百万円の損失）となりました。

ハ．その他

油圧機器の主要販売先への売上が一時的に減少しましたが、経費削減等に努めた結果、売上高106百万円（前

年同四半期比15.0％減）、営業利益11百万円（前年同四半期比53.7％増）となりました。

(2）財政状態の状況

（資 産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は6,947百万円となり、前連結会計年度末に比べて580百万円の増加となり

ました。これは主に、現金及び預金692百万円、商品及び製品178百万円、仕掛品473百万円の増加と、受取手形及

び売掛金773百万円の減少によるものであります。

（負 債）

負債合計は5,200百万円となり、前連結会計年度末に比べて373百万円の増加となりました。これは主に、前受金

407百万円、長期借入金705百万円の増加と、短期借入金779百万円の減少によるものであります。

（純資産）

非支配株主持分を含めた純資産合計は1,747百万円となり、前連結会計年度末に比べて206百万円の増加となりま

した。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益200百万円によるものであります。
 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

な発生はありません。

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、７百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成30年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成30年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,649,600 7,649,600
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり、単
元株式数は100株であります。

計 7,649,600 7,649,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年１月１日～

平成30年３月31日
－ 7,649,600 － 1,335,010 － 1,340,745

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内 容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,700 －
権利内容に何ら限定のない、当社
における標準となる株式であり、
単元株式数は100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,646,800 76,468 同     上

単元未満株式 普通株式 1,100 － －

発行済株式総数  7,649,600 － －

総株主の議決権 － 76,468 －

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

北川精機株式会社
広島県府中市鵜飼
町800－８

1,700 － 1,700 0.02

計 － 1,700 － 1,700 0.02

 

２【役員の状況】
前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

代表取締役会長 － 北川　条範
平成29年12月22日
（逝去による退任）

 
(2）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性６名　女性０名 （役員のうち女性の比率0.0％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年１月１日から平

成30年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年７月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について仁智監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年６月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,197,691 1,889,936

受取手形及び売掛金 2,157,842 ※ 1,384,164

商品及び製品 10,677 189,229

仕掛品 365,612 839,310

原材料及び貯蔵品 132,600 122,422

その他 43,952 81,881

貸倒引当金 △10,723 △5,067

流動資産合計 3,897,652 4,501,875

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 629,426 602,366

土地 1,456,889 1,495,753

その他（純額） 150,025 199,641

有形固定資産合計 2,236,340 2,297,761

無形固定資産 13,996 21,058

投資その他の資産   

その他 249,801 137,440

貸倒引当金 △31,119 △10,790

投資その他の資産合計 218,681 126,650

固定資産合計 2,469,019 2,445,470

資産合計 6,366,671 6,947,346

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 703,011 ※ 783,265

電子記録債務 308,440 ※ 338,368

短期借入金 2,324,500 1,545,000

未払法人税等 57,406 30,597

前受金 290,784 698,496

賞与引当金 26,161 50,694

役員賞与引当金 8,000 6,000

製品保証引当金 54,900 40,327

受注損失引当金 29,018 3,455

その他 355,957 286,149

流動負債合計 4,158,179 3,782,354

固定負債   

長期借入金 254,492 960,269

役員退職慰労引当金 39,125 47,144

退職給付に係る負債 343,622 379,397

その他 31,101 31,044

固定負債合計 668,341 1,417,855

負債合計 4,826,521 5,200,210
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年６月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年３月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,335,010 1,335,010

資本剰余金 1,340,745 1,340,745

利益剰余金 △1,424,130 △1,224,083

自己株式 △1,094 △1,094

株主資本合計 1,250,529 1,450,577

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,005 △709

為替換算調整勘定 6,866 8,051

その他の包括利益累計額合計 9,871 7,341

非支配株主持分 279,748 289,216

純資産合計 1,540,150 1,747,135

負債純資産合計 6,366,671 6,947,346
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成29年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成30年３月31日)

売上高 3,179,015 3,145,392

売上原価 2,360,334 2,357,834

売上総利益 818,680 787,557

販売費及び一般管理費 510,406 540,049

営業利益 308,274 247,508

営業外収益   

受取利息 250 601

受取配当金 464 504

為替差益 33,237 －

補助金収入 － 30,593

その他 9,154 11,635

営業外収益合計 43,106 43,335

営業外費用   

支払利息 35,741 30,481

為替差損 － 7,319

固定資産除却損 31,647 －

その他 6,673 7,224

営業外費用合計 74,062 45,026

経常利益 277,318 245,817

特別利益   

受取保険金 9,946 20,606

特別利益合計 9,946 20,606

特別損失   

社葬費用 － 9,413

特別損失合計 － 9,413

税金等調整前四半期純利益 287,265 257,010

法人税等 22,009 42,296

四半期純利益 265,255 214,714

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△10,921 14,667

親会社株主に帰属する四半期純利益 276,177 200,047
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成29年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年７月１日
　至　平成30年３月31日)

四半期純利益 265,255 214,714

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 10,085 4,340

為替換算調整勘定 2,206 14,917

その他の包括利益合計 12,292 19,258

四半期包括利益 277,547 233,973

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 288,469 219,305

非支配株主に係る四半期包括利益 △10,921 14,667
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。
 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、

次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年６月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年３月31日）

受取手形 －千円 26,994千円

支払手形 － 116,908

電子記録債務 － 83,489

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間

(自 平成28年7月1日 至 平成29年3月31日)
当第３四半期連結累計期間

(自 平成29年7月1日 至 平成30年3月31日)

減価償却費

のれんの償却額

58,561 千円

－

55,830 千円

719

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年７月１日 至 平成29年３月31日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３ 産業機械事業 建材機械事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 2,544,523 509,109 3,053,633 125,381 3,179,015 － 3,179,015

セグメント間の内部売上高
又は振替高

96 － 96 25,686 25,782 △25,782 －

計 2,544,619 509,109 3,053,729 151,068 3,204,797 △25,782 3,179,015

セグメント利益又は損失(△) 338,854 △37,172 301,682 7,781 309,464 △1,190 308,274

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、油圧機器等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、主にセグメント間取引の消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年７月１日 至 平成30年３月31日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３ 産業機械事業 建材機械事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 2,509,242 529,533 3,038,776 106,615 3,145,392 － 3,145,392

セグメント間の内部売上高
又は振替高

32 － 32 32,760 32,792 △32,792 －

計 2,509,274 529,533 3,038,808 139,376 3,178,184 △32,792 3,145,392

セグメント利益 216,929 44,475 261,405 11,960 273,365 △25,857 247,508

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、油圧機器等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、主にセグメント間取引の消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年７月１日
至 平成29年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年７月１日
至 平成30年３月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 39円69銭 26円16銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
（千円）

276,177 200,047

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四
半期純利益金額（千円）

276,177 200,047

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,957 7,647

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額（千円）

37円77銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整
額（千円）

－ －

普通株式増加数（千株） 354 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額の算定に含めな
かった潜在株式で、前連結会計年度末から重
要な変動があったものの概要

－ －

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第３四半期連結累計期間は潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年５月11日

北川精機株式会社

取締役会 御中

 

仁智監査法人
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山口 高志   印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 内藤 泰一   印

 
 
 
 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北川精機株式会

社の平成29年７月１日から平成30年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年１月１日から平成

30年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年７月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北川精機株式会社及び連結子会社の平成30年３月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。
 
利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以 上

 
 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

14/14


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

